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６．１

５月11日、関川中学校の１年生が学校田の
田植えを行いました。今年度は田植え枠を
転がす作業も体験。ぬかるむ泥に足を取ら
れながらも枠を転がし、ていねいに苗を植え
ていました。

郷土を学び、
自然の豊かさを体感
郷土を学び、
自然の豊かさを体感
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水
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

水
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

日
ご
ろ
の「
備
え
」と「
早
め
の
行
動
」を

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
等
に
よ
る
洪
水
が
起
き
や
す
い
時
期
で
す
。

　
毎
年
全
国
各
地
で
大
規
模
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
関
川
村
も
水
害
で
大
き
な
被
害
を
経
験
し

ま
し
た
。
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
自
分
の
命
と
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
見
な
が
ら
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

警
戒
レ
ベ
ル
ご
と
の
と
る
べ
き
行
動

警戒レベル１

早期注意情報

警戒レベル２

大雨・洪水注意報

警
戒
レ
ベ
ル
１

災
害
へ
の

　
　

心
構
え
を
高
め
る

　
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

天
気
予
報
な
ど
で
、
今
後
の
雨
量

な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め
ま
し
ょ

う
。警

戒
レ
ベ
ル
２

自
ら
の

　
　

避
難
行
動
を
確
認

※警戒レベル１～２は、
　気象庁が発令します。

　避難する時にまず持ち出すべきものです。非常用持出袋に入れ、

持ち出しやすい場所に置いておきましょう。

□貴重品（預金通帳、ハンコ、健康保険証、免許証など）

□現金（お札だけでなく、公衆電話用に10円玉を準備）

□携帯ラジオ　□懐中電灯と予備電池　□非常食・飲料水　

□衣類（下着・上着・靴下・軍手など）□雨具・手袋　

□生活用品（ライター・ナイフ・缶切り・ティッシュ、ビニール袋など）

□救急セット（ばんそうこう・ガーゼ・包帯・消毒液・三角巾など）

□マスク・手指消毒液（感染予防対策として）

※季節や家族構成に合わせて、カイロや紙おむつ、常備薬なども検討

してください。

いざという時のために準備を

避難時持ち出し品の例

▽
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
新
潟
地
方
気
象
台

▽
新
潟
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
カ
メ
ラ

▽
新
潟
県
防
災
ポ
ー
タ
ル

▽
新
潟
県
土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

▽
関
川
村
防
災
メ
ー
ル

情
報
収
集
に

役
立
つ
主
な
発
信
元

情
報
収
集
に

役
立
つ
主
な
発
信
元

昨年全戸に配布した
洪水ハザードマップ

〔登録用
ＱＲコード〕
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警
戒
レ
ベ
ル
４
ま
で
に
必
ず
避
難

警戒レベル３

高齢者等避難

警
戒
レ
ベ
ル
３

高
齢
者
な
ど
は
避
難

　
避
難
に
時
間
の
か
か
る
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
は
、
危
険
な
場

所
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

※
高
齢
者
以
外
の
方
で
も
危
険
を
感
じ

た
ら
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

全
て
の
人
が
避
難

　
い
つ
災
害
が
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
す
。
速
や
か
に
全

員
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

警
戒
レ
ベ
ル
４

警戒レベル４

避難指示

命
の
危
険

　
　

直
ち
に
安
全
確
保

　
す
で
に
安
全
な
避
難
が
で
き
ず
、

命
が
危
険
な
状
況
で
す
。
レ
ベ
ル

５
が
発
令
さ
れ
る
前
に
避
難
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

警
戒
レ
ベ
ル
５

警戒レベル５

緊急安全確保

避
難
所
以
外
へ
の
避
難
も
選
択
肢
の
１
つ
で
す
！

　
避
難
と
は
、「
難
」を「
避
」け
る
こ
と
で
す
。
安
全
な
場
所
に
い
る
人
ま
で
避
難
場
所
に

行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
も
分
散
避
難
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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今
月
の
話
題
は
、
村
の
農
業
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
で
す
。

　
関
川
村
は
、
古
く
か
ら
水
稲
農
業
が
盛
ん
で
、

昭
和
42
年
の
羽
越
水
害
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
農
地
も
先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
、
見
事
に

全
国
有
数
の
良
質
米
生
産
地
に
よ
み
が
え
ら
せ

ま
し
た
。

　
村
で
は
、
現
在
約
1
，
0
0
0
㌶
の
水
田
で

年
間
約
4
，
7
0
0
ト
ン
の
米
が
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
中
で
も
村
内
で
生
産
さ
れ
た
岩
船

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
人
気
が
高
く
、
引
き
合
い
も

多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
農
家
数
は
昭
和
35
年
の
1
，
4
3
9

戸
︵
農
家
率
68
％
︶
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
続
け
、

令
和
２
年
は
4
0
8
戸
︵
同
22
％
︶
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
担
い
手
の
高
齢
化
、
若
者
の
流
出
、
長
引
く

米
価
の
低
迷
、
ま
た
、
有
害
鳥
獣
の
出
没
な
ど
、

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
諦
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
農
業
は
数
あ
る
産
業
の
一
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
村
に
と
っ
て
は
農
村
の
生
活
環

境
全
体
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　
水
を
張
っ
た
田
面
に
映
る
夕
日
、
秋
に
は
一

面
黄
金
色
に
実
っ
た
稲
穂
、
カ
エ
ル
の
鳴
き
声

や
、
田
ん
ぼ
で
小
魚
を
つ
い
ば
む
鳥
を
見
る
た

び
、
私
自
身
、
こ
の
関
川
に
根
を
下
ろ
し
生
活

し
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
村
で
は
今
年
度
、
新
潟
県
を
は
じ

め
農
業
関
係
団
体
や
民
間
企
業
と
協
力
し
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
農
業
の
省
力
化
・
生

産
性
向
上
の
取
り
組
み
を
本
格
的
に
始
め
ま
す
。

　
既
に
、
役
場
の
屋
上
に
㈱
フ
ァ
ー
モ
社
の
気

象
観
測
機
を
設
置
し
、
風
速
や
気
温
、
湿
度
な

ど
の
農
業
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
分
析

す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
今
後
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
農
家
の
皆
さ
ん
に
も
営
農

に
役
立
つ
情
報
と
し
て
提
供
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
㈱
オ
プ
テ
ィ
ム
社
の
協
力
の
も
と
自

動
飛
行
す
る
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、
共
同
防
除

事
業
や
、
催
芽
も
み
を
田
ん
ぼ
に
直
接
打
ち
込

む
﹁
直
播
﹂
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
う
し
た
新
し
い
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し

な
が
ら
、
魅
力
あ
る
農
業
を
実
現
し
、
美
し
い

農
村
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
農
林
課 

農
政
企
画
班

　
☎
　
６
４

−

１
４
４
７

村
長
室
か
ら

　
５
月
17
日
、
土
沢
地
内
の
代
掻
き

を
し
、
落
水
し
た
状
態
の
田
に
ド
ロ

ー
ン
を
使
っ
て
催
芽
も
み
の
直
播
を

行
い
ま
し
た
。

　
通
常
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
直
播
は

﹁
ば
ら
ま
き
﹂
状
態
に
な
り
ま
す
が
、


オ
プ
テ
ィ
ム
社
の
開
発
し
た
装
置

を
取
り
付
け
た
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
は
、

高
さ
1.2
ｍ
で
飛
行
し
な
が
ら
高
速
で

種
も
み
を
打
ち
出
し
、
田
植
え
と
同

様
に
直
線
状
に
植
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
田
植
え
機
に
比
べ
約
２
倍
の

ス
ピ
ー
ド
で
作
業
が
で
き
る
た
め
、

人
件
費
や
育
苗
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
８
月
に
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
水
稲
共
同
防
除
も
計
画
し
て

お
り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
装
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

※

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は…

　
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報
通
信
技
術
︵
Ｉ

Ｃ
Ｔ
︶
を
活
用
し
て
省
力
化
・
精
密
化
や

高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
等
を
推
進
し
て

い
る
新
た
な
農
業
の
こ
と
。

　
村
で
は
、
①
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
、
②
生
産
の
効
率
化
、
③
付
加
価
値
の
高

い
商
品
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的
に
に
い
が
た
岩
船
農
業
協
同
組
合
、
新
潟
県
農

業
共
済
組
合
、
関
川
村
土
地
改
良
区
な
ど
の
農
業
関
係
機
関
が
協
力
し
、
ま
た
新

潟
県
か
ら
の
指
導
・
協
力
を
得
て
﹁
関
川
村
農
業
Ｄ
Ｘ
推
進
協
議
会
﹂
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
農
家
目
線
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
装
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
装
に
向
け
て

「
関
川
村
農
業
Ｄ
Ｘ
推
進
協
議
会
」設
立

第１段
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

水
稲
直
播
を
実
施

　
さ
い
が

ち
ょ
く
は
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「＋１（プラスワン）カルチャー」事業「＋１（プラスワン）カルチャー」事業
　教育委員会では、学校の理解と地域の協力を得て、今年度も２学期から、小・中学生が新たな文化活動に触れる「＋１
カルチャー」事業を行います。これは、中学校が１日増やした部活動休止日の放課後の時間に、希望する小学校６年生と
中学生が講座を選んで受講するものです。
　地域の皆様からも関心をもって見守っていただき、子どもたちや講師の方々を応援くださるようお願いします。

【事業の概要】

１ 開始時期等　　令和４年２学期〜

２シリーズ制（２学期10回・３学期10回）…継続可

２ 曜日・時間　　月曜日・16：00〜17：30

３ 対　　 象　　希望する小学６年生と中学生（１〜３年生）

４ 会　　 場　　中学校、公民館等

【期待できる効果】… 四方良し

１ 小・中学生の多様な学びの機会となる（趣味・特技の伸張、自己有用感の醸成）

２ 若者への文化の継承の場となる（講師の喜び）

３ 教員の働き方改革につながる（教材研究等の時間の確保）

４ 地域が活性化する（生徒や住民の元気が地域の元気）

【昨年度予定した講座】

華道、茶道、書道、太鼓、篠笛、囲碁、将棋、手芸、料理、絵画、手話（コミュニケーション）、

読書会、猫ちぐら製作（昔の手仕事）、広報せきかわ音訳ボランティア

講師募集！！
児童・生徒からの希望で、講師を探している講座があります。自薦・他薦は問いません。

講師をお願いできる方がいらっしゃいましたら、６月30日（木）までに 教育課へ ご連絡ください。

【講師を探している講座】　軽音楽（ピアノ、ギター等）、英語、工作、昔の遊び、プログラミング

【問い合わせ先】　役 場　教育課　 ☎ 64 −1491

子どもたちに
新たな学びを

昨年度の様子

令和４年度
（第33回）　えちごせきかわ大したもん蛇まつり
3年振りに開催！3年振りに開催！

　
８
月
26
日
〜
28
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
大
し
た

も
ん
蛇
ま
つ
り
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

対
策
を
行
っ
た
う
え
で
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
開
催
は
難
し
い
状
況
で
す
が
、

大
蛇
パ
レ
ー
ド
は
、
道
の
駅
周
辺
で
の
練
り
歩
き
と
し
、

次
年
度
の
本
格
的
な
開
催
に
つ
な
げ
た
い
考
え
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
安
全
祈
願
祭
や
出
店
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

花
火
大
会
と
大
盆
踊
り
大
会
は
、
主
催
者
で
あ
る
観
光

協
会
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
が
き
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　４月30日と５月１日の２日間、安角ふれあい自

然の家（旧安角小学校）で春の七里そばまつりが

七ヶ谷谷人倶楽部主催で開催されました。

　昨年に引き続き、旬の山菜と自慢のそばを味わ

ってもらおうと開催されたそばまつり。新型コロ

ナウイルス感染症対策のもと完全予約制で開催さ

れたそばまつりですが、あっという間に予約は埋

まり、２日間で約250食が提供されました。

　初めて七里そばを食べたという村内の方は、

「そばは味もしっかりとしていて、のど越しも良

い。コシアブラが混ぜ込まれているごはんも美味

しかったし、山菜・そば・お米、全部地元のもの

でこんなに美味しく食べられて良かったです」と

笑顔で話してくれました。

　12月には、毎年恒例となっている「新そばまつ

り」も開催が予定されています。

春の七里そばまつり開催
活動紹介　七ヶ谷谷人倶楽部

おめでとうございます 自治功労（高齢者）表彰
　このたび、村のほう賞条例に基づき、自治功労表彰が行われ、満百歳の誕生日を迎えられた山口ク

ラさん（蛇喰）と高木フミさん（下関）に表彰状と記念品が贈られました。

　山口さんの長生きの秘訣は食事とのこと。家のご飯炊きも95歳まで続けていたそうです。高木さ

んは「あまり物事を苦にしない性格だからですかね」と笑顔で話してくれました。

　村内の百歳以上は、山口さん、高木さんを含め、５月25日現在で12名になりました。

▶

山
口
ク
ラ
さ
ん

大
正
11
年
５
月
２
日
生
ま
れ

▶

高
木
フ
ミ
さ
ん

大
正
11
年
５
月
６
日
生
ま
れ

　５月15日、村消防団の無線交信訓練が行われま

した。

　大規模災害発生時、携帯電話などの通信網が機

能しないことも想定されます。無線機は災害発生

時、災害現場と本部をつなぐ大切な情報共有手段

です。

　今回の訓練では、ふれあいど〜むに消防団長、

副団長と各分団長が集合し、照明車から各地区で

待機している隊との無線交信を実施しました。

　消防団の活動は、コロナ禍であっても従来と変

わることはありません。万が一に備え、本部とス

ムーズな連携や情報伝達を図るための訓練として、

団員たちは真剣な眼差しで訓練に取り組みました。

災害に備えて

関川村消防団　無線交信訓練を実施関川村消防団　無線交信訓練を実施

▲ど～むにいる照明車と無線交信を行う女川隊
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学校 お知らせからのからの

今月は関川小学校からの紹介

　新年度を迎えると同時に、地域の良さを発見

し、郷土愛を育むために、全校地域探検を実施

しています。

　今年度も昨年度に引き続き、「渡邉邸」や「せ

きかわ歴史とみちの館」、「東桂苑」など、10箇

所程度の施設を青空班（縦割り班）で探検しま

した。探検箇所やルートは、事前に６年生を中

心に各班で話し合い、決めました。当日は、同

じ目標に向かい、他学年を思いやり・協力しな

がら活動を進めることができました。施設の方

から、ご説明いただいたり、各箇所に設置した

クイズに答えたりしながら、楽しく地域の良さ

や歴史について学ぶことできました。

　５月12日から、書道指導の鈴木政信先生（元

関川小校長）と小島広子様（元関川小職員）を

指導者として迎え、１･２年生の書道科の授業が

始まりました。

　この日は、スマイル学級と２年生の学習でし

た。『ななめにおれることができる』をめあて

に、「口」の書き方を教わりました。みんな姿

勢を正して集中して取り組みました。また、書

き終わった後に、先生のお手本の字と自分が書

いた字を比べ、次に気を付ける所を確認しなが

ら書き進めていました。

　１・２年生は、それぞれ年間で15回の授業を

予定しています。

全校地域探検を通して地域の良さを発見しました

書道科の学習が始まりました

吉田明雄さん（下関）
瑞宝双光章を受章

　このたび、吉田明雄さんに国から高齢者叙勲として

「瑞宝双光章」が授与されました。

　吉田さんは、昭和27年に講師として採用されてから

平成６年に中条中学校の校長を退職されるまで42年間

にわたり、県内中学校で生徒を熱心に教育されました。

その間、関谷中学校でも９年勤務されました。

　また、へき地教育や離島教育に携わる高い職務意欲

を根底に、指導力・判断力・決断力を発揮して県義務

教育の充実発展に貢献されました。

　教頭時代には、教職員指導にあたり、地域と共に歩

む学校づくりに尽力。下越教育事務所の指導主事時代

には管内の各学校の指導にあたりました。

　教員退職後は、保護司や関川村老人クラブ会長、村

教育委員会教育委員長などを歴任しました。

※この瑞宝双光章は、生前受章されたものです。

新１年生へ定規のプレゼント
　このたび、村上岩船ロータリークラブから、関川小

学校の１年生に定規の寄贈がありました。

　この定規は、15cmのもので、村の観光キャラクタ

ー「ニャン吉」と村上市の観光キャラクター「サケリ

ン」が描かれています。

　寄贈いただいた定規は、関川小学校を通じ、１年生

へと配付されました。ありがとうございました。

故
・

吉
田

明
雄
さ
ん

︵
下
関
︶
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補聴器購入費の助成対象者が広がりました補聴器購入費の助成対象者が広がりました
　これまで、身体障害者手帳を持たない方の補聴器購入費の助成は、18歳未満の

方を対象としていましたが、このたび18歳以上の方も新たに助成対象としました。

（聞こえの一例：普通の会話が聞きづらい。テレビの音量が大きいと言われる。など）

※助成を受けるには購入前に申請が必要です。
※その他にも条件があります。詳しくは役場またはかかりつけの耳鼻科医にご相談ください。

問い合わせ・申請先　　役場 健康福祉課 福祉保険班　☎64−1472

自治功労表彰の候補者を推薦してください！
　村では、政治、経済、福祉、教育、文化などの分野で村の発展に貢献された方や村民の模範とな

る方を「関川村ほう賞条例」に基づき２年ごとに表彰しています。

　今年はその表彰の年です。皆さんの周りに対象になると思われる方がいらっしゃる場合は、ぜひ

推薦いただくなど情報をお寄せください。

　表彰の要件等は次のとおりです。

【共通要件】

①年齢は、表彰日現在で、おおむね５５歳以上の方

②個別要件の『１．善行者 』は、年齢、年数にかかわらず表彰するにふさわしい方

③既に自治功労表彰を受けた方がさらにほう賞基準に該当したときは、その職を離れた場合に表彰する
ことを原則とする。

【個別要件】

１．善行者
・じゅん風美俗の育成に努め功績のすぐれた方

・自己の危難や犠牲を顧みず人命救助を行った方

・重要財物の保護に尽力した方

２．地方自治の振興に尽くし、功績の顕著な者

３．教育、体育、文化の向上に貢献し、功績の顕著な者

４．社会福祉の増進に貢献し、功績の顕著な者

５．健康づくり、保健衛生の向上に貢献し、功績の顕著な者

６．地域環境の改善に貢献し、功績の顕著な者

７．産業の振興に貢献し、功績の顕著な者

８．治山治水、土地改良に尽くした者

９．交通安全の推進に貢献し、功績の顕著な者

10．防災、防犯の活動に貢献し、功績の顕著な者

【推薦期限】

６月15日（水）

【そ の 他】

　各事項で基準となる年数が定めら

れています。詳しくは、お問い合わ

せください。

　被表彰者は審査のうえ決定します。

【問い合わせ・連絡先】

役場 総務課 総務班　

☎６４－１４７６

対象者

助成額

18歳未満 18歳以上（新設）

両耳の聴力レベルが30デシベル
以上70デシベル未満

両耳の聴力レベルが40デシベル以上

購入額の2/3を助成
（補聴器の種類によって上限あり）

【生活保護・村県民税非課税世帯】
購入費の全額を助成（上限50,000円）

【村県民税課税世帯】
購入費の1/2を助成（上限25,000円）
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　村では、これから夫婦として新生活をスタートする世帯に、新居の購入費や家賃、リフォーム、
引越費用について 最大30万円 を補助します。

【事 業 名】　関川村結婚新生活支援事業　　　　　【受付期間】　令和５年３月31日まで

【対 象 者】　令和４年１月１日から令和５年３月31日までに入籍した世帯で、次の①～⑥の要件を満たす世帯
①夫婦ともに村内に住所があり、補助対象の住宅に同居している。
②補助金を受け取った日から、夫婦が３年以上村内に定住する意思がある。
③令和３年分の夫婦の合計所得金額が400万円未満（夫婦の合計年収約540万円未満相当）である。
④婚姻日に夫婦とも年齢が39歳以下である。
⑤過去にこの制度に基づく補助金の交付を受けたことがない。
⑥夫婦ともに村税の滞納がない。
　村外から転入している場合は、転入前の市区町村税の滞納がない。

【補助対象経費】令和４年１月１日から令和５年３月31日までの間に支払いを
行った次の費用に対して、最大30万円を補助します。

　　新居の住宅費　　　　●住宅の購入費、リフォーム費
　●住宅の家賃、敷金・礼金、共益費、仲介手数料

　　新居への引越費用　　●引越業者や運送業者に支払った引越費用

～申請方法等の詳細は、村のホームページをご確認いただくか、下記へお問い合わせください～
【問い合わせ先】　役場 住民税務課 住民環境班　☎ 64－1471

新婚生活を応援します！新婚生活を応援します！

えぶり号の乗り場
看板設置しました
　原信荒川店にえぶり号の乗り場看板を
設置しました。
　設置場所は、店舗正面の自動販売機脇
です。原信から乗車されるときは、乗り
場付近のベンチでお待ちください。
　えぶり号には看板と同じイラストが表
示されていますので、それ以外のタクシ
ーに乗車されないようご注意ください。

運行曜日
 月・木 下関・四ケ字・霧出

 火・金 上関・七ケ谷・九ケ谷

 水・木 川北・女川・湯沢

下関の

停車場所

関川診療所、佐藤内科小児科医院、せきかわ調剤薬局、

関川歯科診療所、松村歯科

坂町の

停車場所

原信、アコス、荒川中央クリニック、あらかわ歯科ク

リニック、佐野医院、上田眼科、県立坂町病院

【片道料金】村内便：回数券１枚（300円相当）、坂町便：回数券２枚（600円相当）
※現金でお支払いされる場合は、村内便500円、坂町便1,000円となります。

【予約先】荒川タクシー　☎６４－１０４２（前日までに電話予約が必要です）
【問い合わせ先】役場 地域政策課 地域振興班　☎６４－１４７８

看板の設置状況です。えぶり号の隣の看板は、
村上市の乗合タクシーの看板です

（祝日と年末　

　年始を除く）
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　平成20年度の制度開始以来、大勢の皆さん

からご支援をいただいています「関川村ふる

さと応援基金（ふるさと納税）」。令和３年度

は、1,394名の皆さんから総額3,267万円の

ご寄付をいただきました。

　いただいた寄付金は「関川村ふるさと応援

基金」に積み立てており、その一部を活用さ

せていただきました。皆さまのご支援に改め

て感謝申し上げます。

　これからも関川村の魅力を高められるよう

頑張っていきますので、引き続きご支援をよ

ろしくお願いします。

寄付金の活用方法　
給食運搬車と配送コンテナ、中学校の楽器購入のほか返礼品の経費などに充てさせてい

ただきました。

■お申込み方法

　各種ふるさと納税サイト（さとふる、ふるさと

チョイス、ＡＮＡ、楽天）または、関川村ホーム

ページから申込書をダウンロードし、必要事項を

記入のうえ郵便・FAX・電子メールのいずれかの

方法で申込ください。

■問い合わせ・申し込み先

〒959-3292
新潟県岩船郡関川村大字下関912

関川村役場 地域政策課 地域振興班

TEL：0254−64−1478　FAX：0254−64−0079

E-mail：chi ik i-shinko@vi l l .sekikawa. lg. jp

「ふるさと関川村」を
応援いただきありがとうございました！
「ふるさと関川村」を

応援いただきありがとうございました！
令和３年度ふるさと応援基金実績

寄付金の指定メニュー

①人口減少抑制政策事業

②環境保全事業

③教育振興事業

④文化・スポーツ振興事業

⑤都市との交流促進事業

⑥福祉・医療事業

⑦村長におまかせ

合　　計

参考

寄付金累計額

令和３年度取崩額

件数

227

180

143

44

18

180

1,030

1,822

−

−

金　額

3,688,000円

3,794,000円

2,727,000円

679,000円

217,000円

4,095,000円

17,473,000円

32,673,000円

117,947,416円

18,800,000円

寄付金の内訳（令和３年度）

共同調理場（関川小学校内）から給食運搬車で運んだ給食

を食べる様子（関川中学校の食堂）。

木管楽器のフルートを購入しました。関川中学校吹奏楽部

ではコンクールに向け練習に励んでいます。
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　村では、皆さんに安全でおいしい水をお届けするため、定期的に水質の検

査を行っています。

　下表が今年３月に家庭の蛇口から採水した水の水質検査を行った結果です。

実施している26項目すべてが基準に適合しており、安心・安全な水です。

　感染症予防のためにも、こまめに手を洗いましょう。

【水道に関するお問い合わせ】

　　役場 建設課 建設水道班　☎６４－１４７９

第64回水道週間　6/1～6/7

スローガン

大切な 水と一緒に 暮らす日々

出
典
：（
公
社
）日
本
水
道
協
会

区分 検査項目

一般細菌

大腸菌

カドミウム及び
その化合物　

鉛及びその化合物

シアン化物イオン
及び塩化シアン

塩素酸

クロロ酢酸

クロロホルム

ジクロロ酢酸

ジブロモクロロメタン

臭素酸

総トリハロメタン

トリクロロ酢酸

ブロモジクロロメタン

ブロモホルム

ホルムアルデヒド

鉄及びその化合物

塩化物イオン

蒸発残留物

有機物（ＴＯＣ）

ｐＨ値

味

臭気

色度

濁度

残留塩素

100以下

検出されないこと

0.003以下

0.01以下

0.01以下

0.6以下

0.02以下

0.06以下

0.03以下

0.1以下

0.01以下

0.1以下

0.03以下

0.03以下

0.09以下

0.08以下

0.3以下

200以下

500以下

3以下

5.8〜8.6

異常でないこと

異常でないこと

5以下

2以下

****

0

検出しない

―

―

0.001未満

0.06未満

0.002未満

0.001未満

0.003未満

0.001未満

0.001未満

0.001未満

0.003未満

0.001未満

0.001未満

0.008未満

―

56

150

0.2未満

6.2

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

0.25

0

検出しない

―

0.001未満

0.001未満

0.06未満

0.002未満

0.001未満

0.003未満

0.002

0.001未満

0.003

0.003未満

0.001未満

0.001

0.008未満

―

14

86

0.2

6.9

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

0.45

0

検出しない

―

―

0.001未満

0.06未満

0.002未満

0.001未満

0.003未満

0.002

0.001未満

0.003

0.003未満

0.001未満

0.001

0.008未満

―

12

―

0.2未満

7.1

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

0.40

0

検出しない

―

0.001

0.001未満

0.10

0.002未満

0.001未満

0.003未満

0.002

0.001未満

0.004

0.003未満

0.001未満

0.002

0.008未満

―

58

180

0.2未満

6.9

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

0.20

0

検出しない

―

0.001未満

0.001未満

0.06未満

0.002未満

0.001未満

0.003未満

0.001未満

0.001未満

0.001未満

0.003未満

0.001未満

0.001未満

0.008未満

0.05

15

―

0.2未満

6.3

異常なし

異常なし

0.8

0.1未満

0.45

0

検出しない

―

―

0.001未満

0.06未満

0.002未満

0.001未満

0.003未満

0.002

0.001未満

0.002

0.003未満

0.001未満

0.001未満

0.008未満

―

12

―

0.2未満

6.6

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

0.30

/ml

/100ml

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

mg/l

−

−

−

度

度

mg/l

基準値 単位
関川地区
簡易水道

女川地区
簡易水道

片貝・沼地区
簡易水道

田麦千刈
簡易水道

金丸・八ツ口地区簡易水道

令和４年３月検査結果

※ 測定値の欄に「−」が記載されている地区については、水道法で定められた案件を満たしているため、検査を省略しています。

金丸地区 八ツ口地区

健
康
に
関
連
す
る
項
目

細
菌

着
色

味
覚

基
礎
的
性
状

消
毒
剤
・
消
毒
副
生
成
物

無
機
物
質

重
金
属

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
す
る
項
目

その他
基準
以外

関川村の水道水質検査結果
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「
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
レ
イ
ル
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
？

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信


地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
１
階
　
☎
︵
６
４
︶
１
４
７
３

※

当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ
ど

ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
レ
イ
ル
の
リ
ス

ク
が
高
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
年
度
も
５
月
〜
７
月
に

か
け
、
特
に
フ
レ
イ
ル
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
75

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た

﹁
関
川
村
フ
レ
イ
ル
教
室
２
０

２
２
﹂
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

運
動
、
栄
養
、
口
腔
、
認
知
症

予
防
の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
４
回
シ
リ
ー
ズ
の
教
室
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
ご
自
身
の
興
味
の

あ
る
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で

す
。

　
こ
の
機
会
に
思
い
切
っ
て
お

申
し
込
み
い
た
だ
き
、
社
会
と

つ
な
が
る
場
所
の
一
つ
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
広
報
せ
き
か
わ
５

月
号
と
一
緒
に
全
戸
配
布
し
た

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
﹁
フ
レ
イ
ル
﹂
と
は
、
病
名
で

は
な
く
、
筋
力
や
心
身
の
活
力
が

低
下
し
、
健
康
障
害
を
起
こ
し
や

す
い
状
態
を
い
い
、
高
齢
者
の
多

く
は
、
フ
レ
イ
ル
を
経
て
要
介
護

状
態
に
至
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
社
会
と
の
つ

な
が
り
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
状
態

を
﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
レ
イ
ル
﹂
と

い
い
、
生
活
範
囲
が
狭
く
な
り
、

活
動
量
が
減
少
す
る
こ
と
で
、
ド

ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に
心
身
の
機
能

低
下
が
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

★
﹁
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
レ
イ
ル
度
﹂

チ
ェ
ッ
ク
！

□
外
出
す
る
機
会
が
減
少
し
た

□
地
域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

少
な
い

□
身
近
に
話
せ
る
友
人
・
知
人
が

い
な
い

□
服
装
や
身
な
り
を
気
に
し
な
く

な
っ
た

□
世
の
中
の
出
来
事
に
関
心
が
な
い

　これまで、平日の火曜日・木曜日に各種証明書の夜間受け取りを実施していましたが、６月１日から、

平日の夜間と休日（土・日・祝）にも各種証明書を役場で受け取ることができるようになり
ます。電話で予約の際に受け取り日時をお申し出ください。

受け取ることができる証明書
・住民票の写し　　・印鑑登録証明書　　・課税証明書　　　
・所得証明書　　　・所得課税証明書
・軽自動車税納税証明書

電話予約できる方（受取人）
・住民票の写しと税関係証明書は、関川村に住民登録をしている本人または同一世帯員の方。
・印鑑登録証明書は、関川村で印鑑登録をしている本人に限ります（予約の際に、印鑑登録証の番号をお伺いします）。

電話予約受付時間　・平日（月～金）の午前８時30分～午後５時　
※休日は電話予約を受付できません。休日に受け取る場合は平日に事前の予約をお願いします。

受け取り時間
・平日の午後５時30分～午後９時
・休日の午前８時30分～午後９時（正午～午後１時を除く）

電話予約受付窓口・問い合わせ先
・住民票の写し、印鑑登録証明書：役場 住民税務課 住民環境班　☎ 64－1471
・税関係証明書：役場 住民税務課 税務班　☎ 64－1451

必要なもの
・本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証等）　・手数料
・印鑑登録証（印鑑証明書を予約された方のみ）

電話予約による住民票の写しなど、各種証明書の
受け取りが毎日できるようになります。
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健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

　
２
０
２
２
年
１
月
か
ら
感
染
力

の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
流
行
し
、

コ
ラ
ム
を
書
き
始
め
た
２
０
２
２

年
４
月
８
日
時
点
、
県
内
で
約
４

０
０
０
名
／
週
の
感
染
者
が
出
て

お
り
ま
す
。
ま
た
当
院
を
受
診
さ

れ
た
方
の
例
を
み
て
も
、
一
人
の

感
染
者
か
ら
同
居
し
て
い
る
全
て

の
家
族
に
移
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
、
明
ら
か
に
従
来
株
の
ア
ル
フ

ァ
、
デ
ル
タ
株
よ
り
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
本
日
は
、
家
庭
内
の
感

染
を
防
ぎ
な
が
ら
、
感
染
し
た
ご

家
族
の
お
世
話
を
す
る
大
切
な
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。


感
染
者
と
他
の
ご
家
族
の
部
屋

を
可
能
な
限
り
分
け
ま
し
ょ
う
。

　
感
染
者
は
、
換
気
が
で
き
る
個

室
で
療
養
し
て
も
ら
い
、
極
力
部

屋
か
ら
出
な
い
よ
う
に
し
て
、
家

族
と
の
接
触
を
減
ら
す
こ
と
が
一

番
大
切
で
す
。
ト
イ
レ
が
２
つ
あ

る
家
庭
で
は
、
１
つ
を
感
染
者
専

用
と
す
る
こ
と
も
有
効
な
感
染
対

策
と
な
り
ま
す
。
お
風
呂
に
つ
い

て
は
、
感
染
者
の
入
浴
を
最
後
と

し
、
使
用
後
の
バ
ス
ル
ー
ム
は
十

分
な
換
気
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
お

子
さ
ん
が
感
染
し
た
場
合
な
ど
別

室
で
療
養
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
は
、
就
寝
時
、
ベ
ッ
ド
間
隔
を

可
能
な
限
り
離
す
、
枕
の
位
置
を

互
い
違
い
に
す
る
と
い
っ
た
対
応

も
有
効
で
す
。


感
染
者
の
お
世
話
を
す
る
人
は
、

で
き
る
だ
け
限
ら
れ
た
方
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
お
世
話
を
す
る
家
族
が
感
染
す

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
可
能
な

限
り
一
人
に
決
め
て
お
い
た
方
が

良
い
で
す
。
ま
た
心
臓
、
腎
臓
、

肺
に
持
病
が
あ
る
方
、
糖
尿
病
の

方
、
体
の
免
疫
を
下
げ
る
お
薬
を

服
用
中
の
方
、
妊
婦
の
方
は
、
感

染
し
た
場
合
に
肺
炎
な
ど
を
起
こ

し
、
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま

る
た
め
、
避
け
た
方
が
良
い
で
す
。


で
き
る
だ
け
全
員
が
マ
ス
ク
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
人
に

う
つ
る
主
な
経
路
は
飛
沫
感
染
と

言
っ
て
、
感
染
者
の
唾
、
く
し
ゃ

み
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を
目
、

鼻
、
口
の
粘
膜
に
付
着
す
る
こ
と

に
よ
り
伝
播
し
ま
す
。
家
族
全
員

が
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
で
、

ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
マ
ス
ク
表
面

は
ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
、
外
す
際
は
、
ひ
も

部
分
の
み
を
持
ち
、
廃
棄
し
て
く

だ
さ
い
。
廃
棄
後
に
ア
ル
コ
ー
ル

に
よ
る
手
指
消
毒
も
大
切
で
す
。


こ
ま
め
に
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ

う
。

　
ウ
イ
ル
ス
が
付
い
た
手
で
目
、

口
、
鼻
を
触
る
こ
と
で
感
染
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人
は
、
無
意

識
の
う
ち
に
１
時
間
で
平
均
23
回

も
顔
付
近
を
触
っ
て
お
り
、
手
に

ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
て
い
た
場
合
、

手
洗
い
を
し
な
け
れ
ば
１
時
間
に

23
回
も
感
染
の
ピ
ン
チ
を
迎
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
ま
め

な
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
手
指
消
毒
、

石
鹸
で
の
手
洗
い
に
努
め
ま
し
ょ

う
。


日
中
で
き
る
だ
け
換
気
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
換
気
が
難
し
い
場
合
は
、
空
気

清
浄
器
、
キ
ッ
チ
ン
の
換
気
扇
を

長
時
間
運
転
さ
せ
る
こ
と
も
有
用

で
す
。


ド
ア
ノ
ブ
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
よ

く
触
る
部
分
は
１
日
１
回
消
毒
し

ま
し
ょ
う
。

　
以
前
は
、
環
境
面
に
付
着
し
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
除

去
す
る
に
は
、
高
濃
度
ア
ル
コ
ー

ル
ま
た
は
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
の
み
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
現
在
は
、
第
４
級
ア

ン
モ
ニ
ウ
ム
塩
、
界
面
活
性
剤

︵
皿
洗
い
洗
剤
や
洗
濯
用
洗
剤
の

主
成
分
︶
な
ど
比
較
的
安
価
な
消

毒
剤
で
も
十
分
有
効
と
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
ど
う
い
う
消
毒
剤
を

使
用
す
る
か
よ
り
も
１
日
１
回
決

ま
っ
た
時
間
に
拭
い
て
、
表
面
に

付
い
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
を
こ
す
り

取
る
こ
と
の
方
が
大
切
で
す
。
高

濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
、
次
亜
塩
素
酸

の
ス
プ
レ
ー
容
器
で
の
噴
霧
は
、

あ
ま
り
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、

喉
、
肺
の
障
害
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
行

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。


シ
ー
ツ
・
衣
類
や
ゴ
ミ
の
取
り

扱
い
時
は
接
触
感
染
に
注
意
し
ま

し
ょ
う

　
取
り
扱
い
時
は
、
マ
ス
ク
、
使

い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
手
袋
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。
洗
濯
は
、
普
段

お
使
い
に
な
っ
て
い
る
洗
剤
で
十

分
に
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
で
き
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
手
袋
は
、
ピ
ン
ホ

ー
ル
と
い
う
目
に
見
え
な
い
小
さ

な
穴
が
開
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
穴
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
手
指
表

面
に
付
着
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
手
袋
を
外

し
た
後
は
必
ず
手
洗
い
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
介
護
者
自
身
が
感
染
し
な
い
た

め
に
も
、
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を

ぜ
ひ
と
も
実
践
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
家
庭
内
感
染
防

止
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
調
べ

た
い
場
合
は
、
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

特
設
ペ
ー
ジ
に
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

205

コ
ロ
ナ
家
庭
内
感
染
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

坂
町
病
院
　
薬
剤
部
　

石

井

　

良
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４
月
16
日
、
村
民
会
館
会
議
室

を
会
場
に
﹁
令
和
４
年
度
緑
の
少

年
団
入
団
式
﹂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
入
団
員
17
名
が
入
団
し
、
総
勢

28
名
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
入
団
員
を
代
表
し
て
、
渡
辺

大
悟
さ
ん
︵
上
関
︶
が
﹁
私
た
ち

は
、
自
然
に
親
し
み
、
緑
に
関
心

を
持
ち
、
健
康
で
心
豊
か
な
人
に

な
り
ま
す
。
多
く
の
仲
間
と
手
を

つ
な
ぎ
、
明
る
く
伸
び
ゆ
く
村
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
﹂
と
誓
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
村
上
地
域
振
興

局
の
増
子
巧
さ
ん
か
ら
﹁
緑

の
募
金
﹂
活
動
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
ほ
か
、
フ
ラ
ワ

ー
作
戦
と
し
て
プ
ラ
ン
タ
ー

に
各
種
花
の
種
や
ス
イ
カ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
を
植
え

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
植
え

た
プ
ラ
ン
タ
ー
は
自
宅
に
持

ち
帰
り
、
育
て
て
い
ま
す
。

　
５
月
14
日
に
は
、
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
あ
ら
か
わ
総
合
運

動
公
園
を
会
場
に
﹁
育
樹
を

通
じ
自
然
を
学
ぶ
日
﹂
が
開

催
さ
れ
、
緑
の
少
年
団
の
団

員
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
は
、
岩
船
・
村
上
緑
化

推
進
連
絡
会
議
と
特
色
の
あ
る
緑

の
公
園
を
造
る
会
︵
と
も
に
佐
藤

巧
会
長
︶
。

　
開
会
式
後
に
は
、
公
園
内
に
植

え
ら
れ
て
い
る
木
の
周
り
に
移
植

ご
て
を
使
っ
て
ブ
ナ
な
ど
の
苗
の

植
樹
と
し
い
た
け
の
駒
打
ち
を
体

験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
園
内
に

植
え
ら
れ
て
い
る
木
々
に
つ
い
て

の
勉
強
会
で
は
、
雨
の
中
、
講
師

の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　
今
年
度
の
活
動
は
、
大
石
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
村
合
宿
な
ど
た
く
さ

ん
の
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
緑
の
少
年
団
で
は
、
途
中
入

団
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

生 涯 学 習
情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは役場教育課へ

　ＴＥＬ６４−１４９１

令和４年度緑の少年団活動開始!!令和４年度緑の少年団活動開始!!

一人で悩まず、誰かに相談してみませんか こころの悩み　相談窓口こころの悩み　相談窓口
　悩み事の理由はさまざまです。中には人に相談しにくく、悩みを一人で抱えている方もいるかもし

れません。身近な人に相談しにくい、どこに相談すればいいのか分からない場合は、まずは下記まで

お電話ください。

　※相談は無料ですが、別途通話料がかかります。

相談機関 電話番号

◇ 新潟県こころの相談ダイヤル ☎ 0570−783−025（年中無休・24時間受付）

◇ 下越いのちとこころの支援センター ☎ 0254−28−8880（土、日、祝日、年末年始を除く）

◇ 新潟いのちの電話（村上） ☎ 0254−53−4343（年中無休・24時間受付）

◇ 村上地域振興局健康福祉部（村上保健所） ☎ 0254−53−8369（土、日、祝日、年末年始を除く）

◇ 関川村役場健康福祉課　保健師 ☎ 0254−64−1472（土、日、祝日、年末年始を除く）
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で

佐
源
太
、
小
見
前
新
田
を
開
発
す

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


　
連
載
一
周
年
を
機
に
、
貴
重
な

古
文
書
を
残
し
た
平
田
平
太
郎
家

に
敬
意
を
表
し
、
そ
の
紹
介
を
し

ま
す
。

︻
一
︼
小
見
の
平
太
郎
家
は
、
上

杉
景
勝
が
徳
川
家
康
に
敗
れ
て
米

沢
へ
移
さ
れ
た
後
、
上
杉
家
を
離

れ
小
見
に
定
住
し
た
平
田
平
内
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

　
平
内
は
、
水
利
の
悪
い
荒
川
右

岸
段
丘
上
の
原
野
の
開
拓
に
専
念

し
、
平
内
新
村
、
滝
原
村
を
開
き

ま
し
た
。

　
平
内
の
来
村
に
は
背
景
が
あ
り

ま
す
。

　
関
ケ
原
合
戦
︵
一
六
〇
〇
年
︶

の
前
年
、
会
津
領
主
の
景
勝
は
、

旧
領
越
後
国
内
の
か
く
乱
を
企
て

ま
す
。
平
内
の
祖
父
・
平
田
常
範

は
、
そ
の
た
め
の
指
揮
官
の
一
人

と
し
て
越
後
へ
進
出
し
、
小
見
村

に
駐
屯
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
関
ケ
原
で
家
康
が
勝

者
と
な
り
、
景
勝
の
企
て
は
失
敗
、

常
範
は
撤
退
し
ま
す
。
そ
の
際
、

従
軍
し
た
一
族
郎
党
の
中
に
は
、

撤
退
せ
ず
現
地
残
留
の
人
た
ち
が

い
ま
し
た
。
平
内
の
移
住
は
、
そ

の
よ
う
な
地
縁
血
縁
が
あ
っ
た
か

ら
で
し
た
。

　
な
お
、
平
太
郎
家
で
は
、
会
津

芦
名
家
四
宿
老
の
一
人
で
鑑
ヶ
城

城
主
・
平
田
盛
範
を
家
の
始
祖
︵
初

代
︶
と
し
て
お
り
、
平
内
は
六
代

目
に
な
り
ま
す
。
そ
の
子
平
太
郎

は
滝
原
、
辰
田
新
、
上
野
山
の
新

田
を
開
発
。
以
後
代
々
の
当
主
は

平
太
郎
を
襲
名
し
ま
す
。
古
文
書

を
村
に
寄
贈
さ
れ
た
甲
太
郎
氏
︵
大

阪
移
住
︶
は
平
太
郎
家
の
十
七
代

目
で
す
。

　
ま
た
、
前
村
長
平
田
大
六
氏
の

家
は
、
平
内
の
弟
八
兵
衛
の
子
十

兵
衛
が
、
上
杉
家
臣
だ
っ
た
父
の

死
後
、
小
見
村
に
移
住
し
た
の
が

始
ま
り
で
、
以
来
約
四
〇
〇
年

脈
々
と
家
を
つ
な
い
で
お
ら
れ
ま

す
。

〜
出
典
・
甲
太
郎
氏
作
成
﹁
奥
州

会
津
平
田
氏
系
譜
﹂︵
平
田
大
六

氏
所
蔵
︶
〜

︻
二
︼
享
保
十
二
︵
一
七
二
七
︶

〜
十
七
︵
一
七
三
二
︶
年
の
文
書

五
通
か
ら
、
平
太
郎
家
の
新
田
開

発
の
実
際
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
小
見
組
大
庄
屋
平
太
郎
か
ら
代

官
所
へ
の
願
書
︵
写
真
・
部
分
︶

﹁
小
見
村
・
上
野
山
村
・
滝
原
村

三
ヶ
村
入
会
地
の
上
野
中
野
を
開

発
し
た
い
。
用
水
は
、
引
ノ
沢
︵
現

・
吹
ノ
沢
︶
の
上
流
大
沢
に
堰
を

造
り
五
四
五
間
︵
内
一
二
二
間
は

岩
山
︶
の
水
路
を
掘
る
。
引
ノ
沢

の
渇
水
対
策
と
し
て
ハ
ン
ノ
キ
ヤ

チ
に
溜
池
を
造
る
。
そ
こ
の
田
の

持
ち
主
に
は
、
代
替
に
自
分
の
田

を
提
供
し
、
そ
の
分
の
年
貢
は
自

分
が
負
担
す
る
。
開
発
費
用
は
一

切
自
分
持
ち
で
、
三
ヶ
村
に
は
負

担
さ
せ
な
い
﹂

　
文
書
に
は
、
代
官
所
役
人
三
名

の
裏
書
が
あ
り
、
三
年
間
免
税
、

そ
の
後
は
、
取
れ
高
の
十
分
の
一

を
永
年
免
税
に
す
る
と
あ
り
ま
す
。

②
新
田
開
発
に
参
加
す
る
三
ヶ
村

百
姓
衆
三
十
八
名
が
連
名
で
、
平

太
郎
に
出
し
た
念
書

﹁
全
員
の
田
に
平
等
に

水
が
懸
る
よ
う
に
毎
日

交
代
で
水
番
す
る
。
雨

降
り
に
は
夜
で
も
堰
板

を
外
す
。
当
番
は
、
不

公
平
に
な
ら
な
い
よ
う

に
帳
面
に
つ
け
て
順
番
に
行
う
。

当
番
を
怠
け
た
ら
新
田
を
取
り
上

げ
ら
れ
て
も
文
句
は
言
わ
な
い
﹂

等
々
、
細
々
と
約
束
し
て
い
ま
す
。

③
三
ヶ
村
の
村
役
人
が
平
太
郎
に

出
し
た
証
文

﹁
開
発
の
費
用
を
出
し
て
く
れ
た

の
で
、
新
田
の
う
ち
四
町
五
反
歩

を
平
太
郎
の
持
田
に
す
る
こ
と
に

異
存
は
な
い
﹂

④
三
ヶ
村
の
村
役
人
か
ら
代
官
所

へ
の
願
書

﹁
多
額
の
費
用
を
出
し
て
く
れ
た

の
で
、
四
町
五
反
歩
は
平
太
郎
の

持
分
に
し
て
ほ
し
い
﹂

　
代
官
所
役
人
の
承
諾
の
裏
書
が

あ
り
ま
す
。

⑤
ハ
ン
ノ
キ
ヤ
チ
の
田
の
持
ち
主

二
人
が
、
平
太
郎
に
出
し
た
証
文

﹁
替
地
を
受
け
取
っ
た
の
で
、
溜

池
に
異
存
は
な
い
﹂

　
な
お
、
ハ
ン
ノ
キ
ヤ
チ
の
溜
池

は
現
存
し
て
い
ま
す
。
今
も
、
吹

ノ
沢
の
水
が
不
足
の
時
は
、
堰
を

切
っ
て
水
を
落
と
す
決
ま
り
に
な

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

︻
三
︼
平
太
郎
家
の
先
祖
は
会
津

地
方
の
開
発
領
主
で
す
。
集
団
を

束
ね
て
荒
地
を
開
拓
し
、
農
地
を

守
る
こ
と
は
武
士
の
本
業
で
し
た
。

そ
れ
が
、
戦
国
末
期
に
な
っ
て
兵

農
分
離
が
進
み
、
城
下
町
に
集
ま

り
ま
す
。

　
平
田
一
族
の
帰
農
は
、
武
士
本

来
の
姿
へ
の
先
祖
返
り
だ
っ
た
様

に
思
え
ま
す
。
自
ら
百
姓
に
身
分

を
落
と
し
、
刀
を
捨
て
て
鍬
に
持

ち
替
え
、
条
件
の
悪
い
土
地
の
開

墾
の
先
頭
に
立
つ
。
開
拓
者
た
ち

は
、
そ
こ
に
、
身
分
に
代
え
が
た

い
夢
や
ロ
マ
ン
を
感
じ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
古
文
書
か
ら
、
そ
ん
な
気
概
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

︿
原
文
と
解
説
は
歴
史
館
に
展
示
﹀
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４日（土）、 19日（日）
虹色と汽車のメロディーが目印です♪

村民会館図書室

　雨の日が多くなると気持ちもなんだか落ち込んでしまう気がしますよね。そんな時は「絵本」

をそばに置いてみてはいかがでしょうか。気軽に読めて心に響く…大人にこそおすすめです。

●
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
30
期

﹁
打
ち
破
れ

〜
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
〜
﹂

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
は

今
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
４
、
５
月
に
行
わ
れ
た
新
入
生
歓

迎
会
に
よ
っ
て
、
共
に
社
会
問
題
解

決
に
向
け
て
活
動
す
る
熱
意
を
持
っ

た
仲
間
が
増
え
ま
し
た
！

　
新
し
い
仲
間
と
共
に
、
今
期
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
﹁
打
ち
破
れ
〜
ひ

と
り
じ
ゃ
な
い
〜
﹂
と
い
う
想
い
を

大
切
に
し
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
夏
休
み
に
向
け
た
準
備
！

　
さ
て
６
月
は
、
夏
休
み
に
行
わ
れ

る
大
き
な
活
動
に
向
け
て
の
準
備
が

始
ま
り
ま
す
。

　
新
学
期
に
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
に
入
っ
た

学
生
た
ち
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す

る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
知
識
や
心
構

え
な
ど
を
学
ぶ
研
修
や
勉
強
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
個
人
の

成
長
や
活
躍
だ
け
で
な
く
、
活
動
全

体
の
成
功
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
！

　
夏
の
活
動
で
は
、
東
は
山
形
、
西

は
長
崎
ま
で
、
関
川
っ
子
を
含
む
多

く
の
学
生
が
一
致
団
結
し
、
社
会
問

題
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
ん
な
学
生

た
ち
と
地
域
の
間
に
絆
が
生
ま
れ
る

よ
う
な
夏
に
し
た
い
で
す
！

●
対
面
活
動
再
開


　
今
年
度
は
、
や
っ
と
対
面
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
！

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
は
、
３
月
16
日
に

発
生
し
た
福
島
県
沖
地
震
へ
の
災
害

救
援
活
動
を
４
月
か
ら
５
回
行
い
ま

し
た
。
今
後
も
環
境
保
護
や
地
域
活

性
化
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

　
関
川
に
も
、Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
関
川

っ
子
が
新
し
い
仲
間
を
連
れ
て
、
今

年
こ
そ
訪
れ
た
い
で
す
！
　
関
川
の

皆
さ
ん
と
交
流
し
、
魅
力
を
実
感
で

き
る
機
会
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

●
関
川
っ
子
紹
介
●

●
大
学
・
学
年
・
名
前

東
京
家
政
大
学
４
年

吉
成

美
夏

●
出
身
地

　
東
京
都
清
瀬
市

●
今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

　
理
学
療
法
士
の
資
格
を
取
る
た
め

に
日
々
実
習
に
励
ん
で
い
ま
す
！
Ｉ

Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
は
、
学
生
幹
部
役
員
と

し
て
運
営
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
！

●
災
害
救
援
に
参
加
し
た
感
想

　
実
際
に
現
地
に
行
っ
て
み
て
、
メ

デ
ィ
ア
の
情
報
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感

じ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
は
復
旧
が
終

わ
り
、
き
れ
い
な
家
と
報
道
さ
れ
て

い
て
も
、
実
際
に
見
る
と
壁
が
崩
れ

て
い
た
り
家
具
が
倒
れ
て
い
た
り
と

住
め
る
状
態
で
は
な
い
家
を
何
軒
も

見
ま
し
た
。
力
に
な
れ
な
い
も
ど
か

し
さ
と
、
足
を
運
ぶ
大
切
さ
を
知
っ

た
活
動
で
し
た
。

●
ひ
と
こ
と

　
ま
た
関
川
村
の
方
と
つ
な
が
り
を

持
ち
た
い
と
願
う
日
々
で
す
！
活
動

が
再
開
す
る
際
に
は
ご
協
力
い
た
だ

け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
！

毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

黒い帽子に黒いマントの三人組はみんな

が恐れる大泥棒。ある日三人組は一人の

女の子に出会います。

ちょっとしたきっかけで人は変われると

いう希望を感じる物語。大人にもおすす

めです。

大人にも

おすすめの

絵 本

親でいることの喜び、不安、苦しみ、

つらさ、寂しさ、子どもへの思い。読

む人の涙を誘う、誰もが一生の宝物に

したくなるような絵本です。

『すてきな三にんぐみ』トミー・アンゲラー　作

『ちいさなあなたへ』アリスン・マギー　作

6月の「おはなしの会」は
　　　　　　お休みです。

よ
し
な
り

み
　
か



17 広報せきかわ　2022・６月号

ドローンによる催芽もみの直播には

驚きました。田植え作業のスピードが

飛躍的に変わりそうです。これからど

のように成長していくのか楽しみです。

村の農業発展に期待しています。

あっという間に６月になりました。

毎年この時期は雨による川の増水にヒ

ヤヒヤします。災害はいつ自分の身に

降りかかるか分かりません。梅雨にな

る前に、再度避難場所や持ち出し品の

確認をしようと思います。（み）

■
期
日
　
４
月
17
日

■
会
場
　
新
潟
市
鳥
屋
野
総
合
体

育
館

■
成
績

︱
組
手
︵
小
学
生
５
・
６
年
生
女
子
︶
︱

優
　
勝

　
伊
藤
　
柚
愛
︵
６
年
・
下
関
︶

︱
形
︵
小
学
生
５
・
６
年
生
女
子
︶
︱

第
３
位

　
伊
藤
　
柚
愛
︵
６
年
・
下
関
︶

※
８
月
に
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
る
第

62
回
糸
東
会
全
国
選
手
権
大
会
に

出
場
。

第
23
回
全
日
本
空
手
道
連
盟

糸
東
会
北
信
越
地
区
大
会

第
48
回
新
潟
県

下
越
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

■
期
日
　
４
月
24
日

■
会
場
　
胎
内
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
陸
上
競
技
場

■
成
績

—

中
学
女
子
　
８
０
０
ｍ—

第
２
位

　
岡
田
　
玲
那
︵
２
年
・
下
関
︶

第
40
回
新
潟
県
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

兼

第
39
回
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
新
潟
県
予
選
会

■
期
日
　
５
月
５
日

■
会
場
　
新
潟
市
庭
球
場

■
成
績

—

女
子
の
部
︵
個
人
戦
︶

　
　
　
　
　
　
ダ
ブ
ル
ス—

▽
ベ
ス
ト
８
　
池
田
　
乃
愛

︵
６
年
・
下
関
︶

　
　
　
　
　
近
　
梨
里
菜

　
　
　
　
　
　
︵
６
年
・
上
関
︶

▽
ベ
ス
ト
16
　
田
村
　
色
葉

︵
６
年
・
下
土
沢
︶

　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
里
帆

︵
６
年
・
朴
坂
︶

※

６
月
12
日
に
上
越
市
で
開
催
さ
れ

る
第
29
回
北
信
越
小
学
生
選
手
権

大
会
に
出
場
。

●４月16日〜５月15日までの届出●

お誕生おめでとうございます
果　奈ちゃん（女）　南　中

　　　　　　鈴木　一樹・真奈美 さん

か　　 な

ごめい福をお祈りいたします

津野　洋子　さん　　88歳　　宮　前

平𠩤　　智　さん　　81歳　　上土沢

伊藤　チヨ　さん　　94歳　　久　保

加藤賢太郎　さん　　84歳　　鮖　谷

中村　サエ　さん　　78歳　　下　関

駒沢タツイ　さん　 105歳　　鍬江沢

駒沢チヤウ　さん　 100歳　　鍬江沢

小路　康子　さん　　65歳　　深　沢

五十嵐秀咲　さん　　90歳　　上　関

船山　イセ　さん　　90歳　　下川口

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

（　　　　　　　　）

令和４年４月末現在　（　）は前月対比

世 帯 数　　1,864世帯（＋３）
総 人 口　　5,098 人（−18）
　 男 　　　2,459 人（−９）
　 女 　　　2,639 人（−９）

転入　８人　　転出　15人

出生　２人　　死亡　13人

人 の 動 き

基本枠（縦4.5㎝×横9㎝）

1回 村内業者 4,000円
1回 村外業者 6,000円
申し込み・お問い合わせは
総務課　0254－64－1476

広報せきかわに
掲載する
広告募集中！

今だからこそ載せたい
広告、ありませんか？

ゆ

あ

の

あ

編集室から
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　この４月から関川村の職員に採用さ

れた内山聖也さんに話を聞きました。

①関川村役場を希望した理由は？

　幼いころから関川村の自然の中での

びのびと育ちました（おかげで身長も

のびのびとしています）。大学進学を

機に県外へ出たことで、関川村の自然

の豊かさや村民の方々の温かさなどの

魅力に改めて気が付きました。卒業後

は関川村に戻り仕事をしたいと思い役

場を希望しました。

②普段、心掛けていることは？

　お会いする方々に良い第一印象を持

っていただくことです。そのために、

あいさつや身だしなみをしっかりする

ことを意識しています。新人らしく元

気のよいあいさつをすることを特に頑

張っています。

③今、夢中になっていることは？

　ボウリングです。最近まで数回しか

やったことがありませんでしたが、専

門の方に教えていただいたことをきっ

かけに、楽しみながら腕を磨いていこ

うと頑張っています。

④村民の皆さんに一言お願いします。

　業務で村内を周ることが多いので、

見かけたら気軽に声をかけてください。

これからよろしくお願いします。
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小池祐樹さん   夏美さん（下関）

結　人く　ん（12歳）

颯　太く　ん（９歳）

太　陽く　ん（５歳）

ゆい　　　と

そう　　　た

たい　　 よう

・かっこいい

・みんなをまとめてくれる

・優しくアドバイスしてくれる

・試合で失敗しても諦めない

・緊張する場面でこそ力を発揮
　している

部員からみた荘介さんは？ コーチの渡悠さん（上関）

から荘介さんへ

　今月は、スポ少ミニバスでキャプテンを務めて

いる河内荘介さん（５年・高瀬）を紹介します！

　友だちに誘われたことをきっかけに小学３年生からバス

ケットボールを始めたという荘介さん。今は、大会で試合

をすることが一番楽しいと笑顔で話してくれました。キャ

プテンとしてみんなをまとめること、誰よりも声を出すこ

とを意識しているとのこと。練習中は、素早く状況を判断

し、どうしたら相手を抜き、得点を決められるかを考えな

がらプレーしていました。

ＮＢＡで活躍するプロの

バスケットボール選手

将来の夢

　５年生でキャプテンは、大変な

こともあると思いますが、チーム

のまとめ役として頑張ってくれて

います。

　これからもチャレンジ精神を忘

れずに！

キャプテン
として

　 チームをま
とめ引っ張

りますキャプテン
として

　 チームをま
とめ引っ張

ります


